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の飼い猫〈みー子〉で終わる、全て love song である。もちろん、その一つ
一つが、「みーこの母」の膨大な読書量に裏打ちされた豊富な vocabulary
と緻密に組み立てられた plot、思わず吹き出しそうな巧みな simile、そして
完璧な story teller 作の逸品なので、つい面白おかしく読んでしまうのであ
るが、要するに、底抜けの「愛猫礼賛」である。
そこまでは、読み手は「あ、そうですか」で終わればいいのであるが、
〈みー子〉初登場の、「猫に聞かせた日本昔話」の冒頭で、昔話「浦島みー
子」の話を聞く〈みー子〉の態度がどうも思わせぶりである。この号がある
意味〈みー子〉追悼号であったようで、著者の精神状態がやや不安定であっ
たことは想像できる。しかしそれにしても、「〈みー子〉はいつも居住まいを
正し、目をまん丸にして食い入るように私を見つめ、私語もせず、ガムも噛
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まず、居眠りもせずに集中して聞いてくれました」と描写されると、
「むっ！もしかして彼女の中では、お猫さまこそが『正しく清く生きている』
理想の学生と考えておられたのかも」と単細胞の坂本は心配になってきた。
そこで、この機会に是非とも「みー子の母」に正しておかねばと、正面切っ
て質問をさせていただいた。「甲元先生は、学生よりも猫の方がお好きか」
と。
その答えは「はい、その通りでございます。学生が全員、猫であったらど
んなに楽しい教員生活だったかと思いますが、逆にそれだと今頃、寂しくて
鬱になってますね」だった。どうやら甲元さんは、矛盾と愛の交錯する現世
の職場を、学生と猫の狭間を行き来しつつ深く思索して、45年に及ぶ教員生
活を乗り超えてこられたようである。
まあ猫のことはさておいても、彼女と私の間の共通項はあまりにも少ない。
二人とも勉強好きではあったが、研究の対象もアプローチの方法も、現世あ
るいは現実に対する考え方も身の処し方も、相当異なっている。きっとその
ことに双方は気づいていながら、しゃーないなあと受け入れている。あまり
にも異なるので、互いに呆れて面白がって来たのかもしれない。これからも
このような気づきを与えられながら、末長く仲良くして頂ければと願ってい
る。
甲元先生は去る⚒月⚖日の最終講義で「Feeling Good―いい感じ―」と
題して、含蓄の深いお話を聞かせて下さった。いよいよ「40年余の教員生活
の軛を外され」て、これから始まる「自由」の生活の行方に想いを馳せ、そ
れは決して「はしゃいで飛び跳ねる類の単純な喜びではなく、少し陰りを帯
びた静かな感慨」だと纏めておられる。大人だなあ、深いなあ、とひたすら
敬意を評しつつ、これからの先生の前途をお祝いしたいと思う。
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